
ＩＣＴ等を活用した取り組みの現状と将来像
具体例

資料 ６



樋管

●樋門等の機側の操作システム
カメラから送信された映像

インターネットでライブ映像配信

●CCTVカメラ

・CCTVカメラは、全国に約 5,800基設置。洪水時の河川状況や施設状況把握に使用。
・水門や樋門の操作において、津波や大規模出水時に機側操作が困難になる場合が想定される。

施設操作の合理化

機側による操作現 状

１



施設操作の合理化

施設操作の自動化・省力化システムの整備

遠隔操作化システムの例自動化システムの例

【【自動化システムと遠隔操作化システムのイメージ自動化システムと遠隔操作化システムのイメージ】】

吉野川では、東南海・南海地震などによる津波の進入
を防ぐため、震度５弱以上の地震が発生した場合等に、
管理する樋門のゲートを自動で閉鎖するシステムを整備。

淀川では、操作員による現地操作にあわせて、操作員が
現地操作をできない非常事態が発生したとき、操作員に代
わって遠隔操作するシステムを整備。

淀川集中管理センター整備後の河川管理施設操作

河川管理施設の操作が
現地で行えない場合、出
張所または集中管理セ
ンターで遠隔操作を実施

淀川河川
事務所

淀川
集中管理
センター

地方自治体

出動要請

出動要請

現地出動
出動要請

出
動
要
請

光ファイバーネットワーク

遠隔監視・操作

遠隔監視・操作

遠隔監視

遠隔監視

現地出動

出張所 連絡

×

現地出動

×
現地出動

出
動
要
請

操
作

操
作

・機側操作が困難な津波や大規模出水時に、水門や樋門の機能を確保するため、遠隔操作化システムや
管理が容易な自動化システムを整備。

将来像
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・堤防・施設について、主に外見から点検、巡視を実施し、変状の発生の有無等を確認
・ＣＣＴＶカメラを活用した現状把握

除草後の堤防点検パトロールカーによる巡視

堤防・施設の維持、施設の計画的な更新・維持修繕

巡視や点検、ＣＣＴＶカメラによる状況把握現 状

CCTVカメラによる状況把握

３



堤防・施設、危険箇所の監視、点検、履歴管理システムの整備

堤防、河川管理施設の損傷等を遅滞なく発見し、早期に対応

計画的な施設の更新、維持修繕が可能

河川

堤防

光ファイバー

ICタグ

ユビキタス端末

光ファイバー等による
法崩れ監視

地中探査車両による
空洞化の発見

ユビキタス端末、IC
タグを用いた施設の
履歴管理（保守点検、
維持修繕履歴等）

・レーダ、超音波探査等を活用した非破壊検査技術による堤防・施設の監視、点検
・センサー（光ファイバーケーブル、ＩＣタグ等）による堤防の変形等の監視
・ユビキタス端末、ICタグを用いた堤防・施設の履歴管理（保守点検、維持修繕履歴等）

【【堤防・施設の監視、点検、履歴管理システムの整備の堤防・施設の監視、点検、履歴管理システムの整備のイメージイメージ】】

将来像
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迷惑バイク、ゴミ不法投棄等への対策、河川巡視の合理化

・堤防・施設について、主に外見から点検、巡視を実施し、変状の発生の有無等を確認
・ＣＣＴＶカメラを活用した現状把握

除草後の堤防点検パトロールカーによる巡視

巡視や点検、ＣＣＴＶカメラによる状況把握（再掲）現 状

CCTVカメラによる状況把握

５



河川空間自動監視システムの整備

●●現地測量現地測量

あらかじめ三次元表面データを測るとともに、画像マッチングのための参照用画像を取得する。

●●画像処理画像処理

画像マッチングにより参照用画像に三次元位置情報を付与し、画像輝度値を算定する。

●●計測計測

輝度変化の特異点から物体の存在を検出するとともに、その物体の三次元位置情報から物体の大きさを計測する。

河川

検知・通知

・CCTVカメラによる河川空間自動監視システムを構築し、河川巡視等を合理化

【【自動空間監視システムのメカニズム自動空間監視システムのメカニズム】】

河川巡視の合理化

迷惑バイク、ゴミ不法投棄等への対策

堤防の法崩れ、護岸の崩落などを自動的に把握

ゴミの不法投棄車両の
検知

迷惑バイク等進入車両の
検知

将来像

６



河川環境の保全、水質監視

水質自動監視装置を用いた監視、計測現 状

・水質観測データ、環境調査結果はインターネット上で公開（水情報国土データベース）

水質自動監視装置

観測データを
データベース化

７



水質自動監視装置、CCTVカメラ等による河川環境の監視

【【河川環境監視のイメージ河川環境監視のイメージ】】

河川環境の保全
貴重な動植物の生息環境保全のための監視
水質事故、湖沼でのアオコ発生、冷濁水放流を早期に把握し、迅速な対応を実施

・水質自動監視装置、CCTVカメラ、住民との双方向の情報共有等による統合的な河川環境の監視

浄水場

工事事務所

光ファイバ

CCTV

河川事務所

出張所

出張所

侵入者、水質事故
等の検知

動植物生息環境の監視

将来像

８

水質自動監視装置

水質事故、アオコ発生等監視



H18.4 H19.4

「川の防災情報」（インターネット版）

「川の防災情報」（i-mode版）

H13.6

・都道府県のデータについても提供

・専用サーバにより水害時にも輻輳しない
体制を構築

・必要な情報に素早くアクセスが可能

市町村向け
「川の防災情報」

「川の防災情報」インターネット版

・水害時に増加するアクセスにも耐えうるよう能力を増強
した上で、「たどり着きやすく、わかりやすい」構造

・アラームメール機能が利用可能「川の防災情報」i-mode版

・都道府県のデータについても提供
・au、Softbankにも対応

・携帯電話による運用開始

ログイン後の最初の画面。
ユーザ（都道府県、市町村）に関連する
雨量・水位観測局に絞り込まれた概況
図・経過表・グラフ等へリンクする。

○ 簡易地図から指定 （地方選択）

北海道地方： 北海道
東北地方 ： 青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県
関東地方 ： 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県

山梨県 長野県
北陸地方 ： 新潟県 富山県 石川県
中部地方 ： 岐阜県 静岡県 愛知県 三重県
近畿地方 ： 福井県 滋賀県 京都府 大阪府 和歌山県 兵庫県
中国地方 ： 岡山県 広島県 島根県 鳥取県 山口県
四国地方 ： 徳島県 香川県 愛媛県 高知県
九州地方 ： 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県
沖縄地方 ： 沖縄県

○ 一覧から指定 （地方選択）

地方選択

地域選択 （関東地方）

○ 一覧から指定 （地域選択）

選択地方の変更

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

沖縄地方

○ 地図から指定 （地域選択）

水害時に増加するアクセスにも耐えうるよう能力を増
強した上で、「たどり着きやすく、わかりやすい」構造

「川の防災情報」
インターネット版（H19.4以降）

 
地方選択

ＴＯＰに戻る

北海道地方
北海道

東北地方
青森県 岩手県
宮城県 秋田県
山形県 福島県

関東地方
茨城県 栃木県
群馬県 埼玉県
千葉県 東京都
神奈川県 山梨県
長野県

北陸地方
新潟県 富山県
石川県

中部地方
岐阜県 静岡県
愛知県 三重県

近畿地方
福井県 滋賀県

地域選択（関東地方）

地方選択に戻る

茨城県
北部

県北地域
県央地域

南部
鹿行地域
県南地域
県西地域

栃木県
南部

県央部
南東部
南西部

北部
那須地域
日光地域

群馬県

■東京都２３区西部

地域選択に戻る

１．レーダ雨量情報
全国
関東地方

２．雨量／水位／ダム／
水質／積雪深情報

利根川水系
●綾瀬川
●旧江戸川
●中川

荒川水系
●隅田川
●荒川
●芝川

TOPに戻る

■東京都２３区西部

地域選択に戻る

１．レーダ雨量情報
全国
関東地方

２．雨量／水位／ダム／
水質／積雪深情報

利根川水系
●綾瀬川
●旧江戸川
●中川

荒川水系
●隅田川
●荒川
●芝川

TOPに戻る

■東京都２３区西部

地域選択に戻る

１．レーダ雨量情報
全国
関東地方

２．雨量／水位／ダム／
水質／積雪深情報

利根川水系
●綾瀬川
●旧江戸川
●中川

荒川水系
●隅田川
●荒川
●芝川

TOPに戻る

■東京都２３区西部

地域選択に戻る

１．レーダ雨量情報
全国
関東地方

２．雨量／水位／ダム／
水質／積雪深情報

利根川水系
●綾瀬川
●旧江戸川
●中川

荒川水系
●隅田川
●荒川
●芝川

TOPに戻る

□レーダ雨量
□テレメータ雨量
（雨量・水位・水質・積
雪・ダム）
□水防警報
□洪水予報
□ダム放流通知
□気象注意報・気象情
報
□お知らせ
□Ｑ＆Ａ・問い合わせ

 
地方選択

ＴＯＰに戻る

北海道地方
北海道

東北地方
青森県 岩手県
宮城県 秋田県
山形県 福島県

関東地方
茨城県 栃木県
群馬県 埼玉県
千葉県 東京都
神奈川県 山梨県
長野県

北陸地方
新潟県 富山県
石川県

中部地方
岐阜県 静岡県
愛知県 三重県

近畿地方
福井県 滋賀県

地域選択（関東地方）

地方選択に戻る

茨城県
北部

県北地域
県央地域

南部
鹿行地域
県南地域
県西地域

栃木県
南部

県央部
南東部
南西部

北部
那須地域
日光地域

群馬県

■東京都２３区西部

地域選択に戻る

１．レーダ雨量情報
全国
関東地方

２．雨量／水位／ダム／
水質／積雪深情報

利根川水系
●綾瀬川
●旧江戸川
●中川

荒川水系
●隅田川
●荒川
●芝川

TOPに戻る

■東京都２３区西部

地域選択に戻る

１．レーダ雨量情報
全国
関東地方

２．雨量／水位／ダム／
水質／積雪深情報

利根川水系
●綾瀬川
●旧江戸川
●中川

荒川水系
●隅田川
●荒川
●芝川

TOPに戻る

■東京都２３区西部

地域選択に戻る

１．レーダ雨量情報
全国
関東地方

２．雨量／水位／ダム／
水質／積雪深情報

利根川水系
●綾瀬川
●旧江戸川
●中川

荒川水系
●隅田川
●荒川
●芝川

TOPに戻る

■東京都２３区西部

地域選択に戻る

１．レーダ雨量情報
全国
関東地方

２．雨量／水位／ダム／
水質／積雪深情報

利根川水系
●綾瀬川
●旧江戸川
●中川

荒川水系
●隅田川
●荒川
●芝川

TOPに戻る

□レーダ雨量
□テレメータ雨量
（雨量・水位・水質・積
雪・ダム）
□水防警報
□洪水予報
□ダム放流通知
□気象注意報・気象情
報
□お知らせ
□Ｑ＆Ａ・問い合わせ

0

500,000

1,000,000

1,500,000

07/4/1 07/5/1 07/6/1 07/7/1 07/8/1

平成19年７月
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平成19年７月
豪雨（7/6）

アクセス数の推移

アクセス

大
雨
時
の

ア
ク
セ
ス
数
増
加
！

・河川管理者、市町村等防災機関、一般公開向けに河川情報を提供

いつでも、どこでも、誰にでも、受け手の立場に立った河川情報を提供

インターネット（PC版、携帯電話版）による河川情報の提供現 状

９



ユビキタス河川情報提供システム（仮称）の整備

・的確な判断・行動を実現するための防災情報の提供の充実

いつでも、どこでも、誰にでも、受け手の立場に立った河川情報を提供
情報提供ツールを多様化、多重化
受け手の立場に立った情報提供

いつでも、どこでも、誰にでも、
受け手の立場に立った河川情報の提供

高齢者などの情報弱者に
もなじみやすいデジタル
テレビ放送

携帯電話、
PDA等による提供

デジタルラジオ放
送による提供

PCによる提供

カーナビによる提供

『目的地付近に大雨洪水
警報が発令されました。
大雨、道路の冠水、河川
の増水に警戒が必要で
す。』

【【ユビキタス河川情報提供システムのイメージユビキタス河川情報提供システムのイメージ】】

将来像

１０



土砂災害発生危険度に関するきめ細かい情報提供による迅速な避難

土砂災害警戒情報の発表現 状

１１

・土砂災害警戒情報：大雨による土砂災害のおそれがある時に、市町村長が発令する避難勧告等の判断
の支援や住民の自主避難の参考となるよう、都道府県砂防部局と気象庁が共同で発表

□□県土砂災害警戒情報第×号 　　　平成△△年□月□日□時□分
△△県　△△地方気象台　共同発表

警戒対象市町村：○○市、××町
今後2時間以内に、大雨による土砂災害の危険度が非常に高くなる見込みです。
土砂災害危険箇所及びその周辺では厳重に警戒して下さい。警戒対象市町村

での今後３時間以内の最大1時間雨量は多いところで60mmです。

問い合わせ先
○○○-○○○-○○○○(□□県砂防課)
×××-×××-××××(□□地方気象台)

20km/h

30km/h

実況強雨域
（1時間30mm以上）

△△地震の際に震度4
以上となった地域

凡例

発表対象市町村

長さは1時間の

移動距離に対応

《土砂災害警戒情報を補足する情報の例》
《土砂災害警戒情報》

レベル１ ： ２時間先にCLを超過

レベル２ ： １時間先にCLを超過

レベル３ ： 実況でCLを超過

警戒情報判定レベル

レベル１ ： ２時間先にCLを超過

レベル２ ： １時間先にCLを超過

レベル３ ： 実況でCLを超過

警戒情報判定レベル



高精度土砂災害警戒システムの整備

土砂災害発生危険度に関するきめ細かい情報提供による迅速な避難

【【高精度土砂災害警戒高精度土砂災害警戒システムのイメージシステムのイメージ】】

将来像

１２

・土壌水分計、崩壊センサ等による土砂災害発生予測の高精度化
・住民と市町村の相互通報システム
・ＧＩＳ等を用いた、土砂災害危険度情報の提供

【住民からの通報】
《渓流毎の災害発生危険度》【崩壊検知センサー】

・斜面変位量

・土壌水分量 【雨量情報】

【土壌水分計】



・市町村がハザードマップを作成し、公表
・市町村による避難勧告等の発表が住民の避難行動に結びついていないという指摘がある

長野市のハザードマップの例

市町村による災害時要援護者等の避難誘導の実施

ハザードマップの公表現 状

１３



※NGN： （Next Generation Network）セキュリティを確保した上
で、個人認証ができ、ネットワーク上で高度なサービスを受けるこ
とができるNTT所有の専用ネットワーク

放送局放送局

市町村市町村

市町村は、デジタルラジオ放送
で「川の防災情報」配信。

市町村は、避難完了者をネット
ワークに登録。

市町村は、避難経路通り移動しない
方々に対し、電話で指示。

市町村は、音声自動通報システ
ムにより避難を促す。

災害時要援護者等の避難誘導支援ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑの開発

・災害発生時に、災害時要援護者等の避難誘導を行うためのシステムを開発
・住民等の所在地、状況に即した情報の配信

市町村による災害時要援護者等の避難誘導の実施

【【NGNNGNを活用した災害時要援護者等のを活用した災害時要援護者等の

避難誘導支援ﾅﾋﾞのｲﾒｰｼﾞ避難誘導支援ﾅﾋﾞのｲﾒｰｼﾞ】】

将来像
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・航行船舶に対し、情報表示板、マイク等で必要な情報を周知
・一部の河川では船舶の通航ルールを定めたり、河川航行情報図を作成し安全航行を支援

情報表示板

河川舟運の安全確保、舟運の利用拡大

情報表示板等による情報周知現 状

荒川における通航ルール「船舶の通航方法」

川の海図「河川航行情報図」

１５



河川舟運ナビゲーションシステム（仮称）の整備

『この先500m地点に○○橋、そ
の先に高圧線があります。クレー
ンなど頭上を確認し、航行してく
ださい。』

・橋梁部、高圧線のクリアランスや、水位、流速など

ナビゲーション情報を提供

出水による水位変化、流速の予測

潮位変化と感潮河川の水
位予測

水位縦断図

桁下余裕の通知

河川舟運の安全性の向上

・橋梁部、高圧線のクリアランス、水位、流速などのデータをあわせて航行船舶に通知

【【河川舟運ナビゲーションシステム河川舟運ナビゲーションシステムのイメージのイメージ】】

将来像

１６



・河川散策を支援するシステムの実証実験中
・河川情報板や案内看板等により河川散策を支援
・河川水辺の国勢調査、「川の通信簿」など河川空間に関する情報をインターネット等で提供

河川散策支援システム（荒川岩淵地区の事例） （試行中）

現地でのきめ細やかな河川情報の提供による河川の安全確保、河川利用者の拡大

試行的に河川散策者への現地での情報提供を実施現 状

河川情報板

（電光掲示板）

案内看板

既存の情報提供手法の例

１７



河川情報ゲートシステム（仮称）、
「かわ」の環境博物館（仮称）、砂防フィールドミュージアムの整備

堤防の河川管理区間の光ファイバーを活用し、配置された情
報端末により、河川利用者の位置情報と地先の河川環境情
報・沿川情報などを連動させ配信。

【【「かわ」の環境博物館（仮称）「かわ」の環境博物館（仮称）】】

・安全・安心度が高まるとともに、快適性の向上や河川・砂防本来の魅力を伝えることにも
繋がり、河川利用者が拡大

・危険が内在する河川の安全確保

21.0km

22.0km

産卵場
アユ？
サケ？
サクラマス？

カワヂシャ
ゴキヅル
タコノアシ

アオサギ 2
アオジ 5
ウグイス 2
オオタカ 1
ミヤマホオジロ 6

アオジ 1
イカル 1

アオサギ 1
アオジ 7
イカル 26
カワウ 1

アオジ 1

カワウ 1

アオジ 1
イソシギ1

アオサギ 2
ウグイス 1①
オオヨシキリ 1①
ダイサギ 2

ウグイス 1①
オオヨシキリ 1①
ダイサギ 1

アオサギ 1
ウグイス 1①

サギ類の集団営巣地
・アオサギ： 10羽

アオジ 2
カワアイサ 1
カワウ 1

アオサギ 2
オオヨシキリ 1①
キビタキ 1
フクロウ 1①

アオサギ 10
イソシギ 1
オオヨシキリ 6⑤

イカル 61①

ウグイス 1①
瀬不明
アカザ 1

イカル 1①
ウグイス 1①

平瀬
アカザ 1

トロ
ワカサギ 1
カマキリ
（ｱﾕｶｹ） 1

イカル 17

当該地区で最も大きくまとまった河畔林
（ケヤキ－ムクノキ群落）

利用情報利用情報

施設情報施設情報
流域情報流域情報

（レストラン・・・）（レストラン・・・）

河川情報河川情報

将来像

・河川エリアにいる利用者に対し、ＩＣタグ等により自動的に情報を配信するシステムを構築
・地先の安全・安心情報（水難事故情報、危険な箇所、利用ルール等）を現地で配信
・地先の環境情報、利用情報、流域情報等を現地で配信

携帯電話を情報端末にかざすと・・・・

音声案内及び画像により情報を提供

情報端末

ＩＣタグによる情報配信のイメージ

１８



・直轄河川については、レーダ雨量計で観測した精度の高い雨量分布を用いた高精度な分布型流出モデ
ルを適用した、洪水予測システム（分布型洪水予測システム）を直轄河川で整備中

分布型流出モデル

１R ３R ２R ｎR 

斜面
１

斜面
３

斜面
２

斜面
ｎ

１Q ３Q ２Q ｎQ 

流出量算定地点の予測流量

レーダ雨量
（ ）1kmメッシュ

（ ）1kmメッシュ毎

（ ）任意地点

全国26基のレーダ雨量計を活用

高精度な洪水予測の実施

レーダ雨量計を活用した分布型洪水予測システム現 状

１９

【システムの特長】
①雨量データ精度の向上
②流出解析精度の向上
③モデル検証精度の向上
④観測データの少ない河川における洪水予測
⑤予測雨量の適正化・迅速化



・洪水予測機関を技術指導して、洪水予測計算について高い精度を確保する。
・洪水予測結果を全国的にとりまとめ、速やかな広域的支援体制の確立に資する。

中央洪水予測センター（仮称）の整備

例：フランスの中央洪水予測センターで提供される情報
（全国の洪水危険区域図等）

例：フランスの中央洪水予測センターの組織体系

関係省庁

連絡会

県知事

中央水理気象洪水予報支援機関・
ローカルの洪水予報機関

市民

市長

インターネット

・中央洪水予測センター（仮称）を整備し、精度の高い共通の洪水予測プログラムを各洪水予報機関に
普及させる。

将来像
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・河川氾濫時における浸水深や浸水範囲などをリアルタイムに予測することができるシステムを直轄
河川で整備中

・任意の条件設定の下に、洪水氾濫の発生から住民避難までの一連の状況を確認できる。

条件設定
氾濫解析

シミュレーション
防災・避難行動

シミュレーション

降雨条件

破堤条件 洪水到達時間の分布

浸水平面図、縦断図の動的表示 現地情報と氾濫予測の同時表示

氾濫流の動的把握、的確な氾濫予測の実施

リアルタイム氾濫シミュレーションシステム現 状

出発地点

目的地点

算出された最適経路

避難経路の安全度確認

F

S 浸水範囲
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的確な氾濫予測の実施

氾濫流の追跡、状況把握のイメージ氾濫流の追跡、状況把握のイメージ

○衛星からのリモートセンシングによる浸水範囲の把握。

○ヘリコプター（GPS連動カメラをヘリコプターに搭載）
によるリアルタイム浸水範囲の把握。

○センサーネットワーク（ICタグ等）による浸水深の把握、
リアルタイム浸水範囲の把握。

氾濫流の動的把握

・レーダ、超音波探査等を活用した非破壊検査技術による堤防・施設の監視、点検
・センサー（光ファイバーケーブル、ＩＣタグ等）による堤防の変形等の監視
・ユビキタス端末、ICタグを用いた堤防・施設の履歴管理（保守点検、維持修繕履歴等）

【【システムのイメージシステムのイメージ】】

衛星、ヘリコプター、センサーネットワーク等による氾濫流の状況把握将来像
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火山活動の状況に応じたハザードエリアの見直し

ハザードマップによる危険区域を住民に周知現 状

２３

・ハザードマップにより危険区域を地域住民に周知
・火山活動の状況により、ハザードエリアは変化

《火山のハザードマップ》



「火山のリアルタイムハザードマップ」の整備

火山活動の状況に合わせたハザードエリアを見直し
地域住民の適切な避難行動を支援
ハザードエリアに合わせた緊急対策の実施

将来像

・レーザープロファイラー、人工衛星などによる地形計測
・火山の活動状況にあわせてリアルタイムハザードマップを作成

地形が大きく変化 降灰エリアが拡大

火山活動の状況にあわせて、リアル
タイムハザードマップを作成

溶岩流の流下方向
が変化

土石流の危険エ
リアが拡大

２４



リアルタイムデータを用いた洪水調節の実施等

高精度の台風・集中豪雨予測を活用した施設運用、防災活動の実施

現 状

・ダムの洪水調節は計画規模の出水に対応したダム操作規則に基づき実施
・計画規模以上の出水に対しては流入量の範囲内で放流量を増加する操作を実施
・操作は原則としてリアルタイムデータを用いて行い、降雨予測は短時間、限定的な活用のみ

計画規模の出水に対しては操作
規則に基づき洪水調節を実施で
きるが、ダムに貯留できる水の量
には限界があるので、計画規模
以上の出水に対しては流入量の
範囲内で放流量を増加する操作
が必要となる

流入量
（計画以上）

放流量
（計画以上）

流
量

流入量
（計画）

放流量
（計画）

時間
洪水調節図

【ダムによる洪水調節】 【ダムの弾力的運用】

●洪水調節に支障を及ぼさない範囲で、洪水調節
容量（又は利水容量）の一部に流水を貯留し、こ
れを適切に放流することにより、ダム下流の河川
環境の保全、改善を図る

●これまでに、寒河江ダムや三春ダム等で弾力的運
用試験による環境改善放流の事例があり、いずれ
も河床堆積物の流掃等の環境上の効果を確認

治水容量

活用容量

利水容量

活用容量のイメージ

●予測精度に限界があることから、活用容量は大
きくできず、効果が限定的

洪水がくる前
に放流してお
くことが必要
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「72時間前の高精度の台風・集中豪雨予測技術」※ を活用しダムへの流入量をより高い精度で把握

降雨予測を活用したダムの洪水調節効果の向上等将来像

※「72時間前の高精度の台風・集中豪雨予測技術」

・非静力・全球・領域・大気・海洋・陸面結合シミュレー
ションコードを完成し、72時間前の高精度の台風・集中
豪雨予測技術を確立。

（出典）長期戦略指針「イノベーション２５」
平成１９年６月１日閣議決定

●ダムへの流入量を高い精度で予測できれば、下流へ
の最大放流量を低減できる等の効果的な操作が可
能となる

●洪水調節前の予備放流の適切な実施が可能となる

時間 時間

流量 流量

流入量

放流量

急激な水位
上昇が発生

最大放流
量を低減

予測精度が
上がれば・・

よりきめ細や
かで効果的な
操作が可能

・既存ダムの機能をより効果的に発揮する洪水調節の実施が可能
・ダムの弾力的運用を実施し、ダム下流の河川環境の保全を図る
・迅速な水防活動や早期の防災体制の確立が可能

【洪水調節への活用】

●ダムへの流入量を高い精度で予測できれば、弾力的
運用に利用する活用容量を大きくすることができ、
より効果的な環境改善放流の実施等が可能となる

【ダムの弾力的運用】

●弾力的運用試験を行うダムの拡大が可能

２６



GPS携帯を用いた災害情報収集

災害発生

災害情報収集指示

Step1 Step2

携帯電話カメラで災害箇所を撮影、
コメント入力後本部へ送信。

災害情報、ICタグ読取りデータは
リアルタイムで集計→地図上に集約。

※災害対策本部／自治体情報共有

○地上デジタル・ワンセグ放送等で
安否確認情報を提供。

災害対策本部

各種情報インフラを活用した情報提供

リアルタイム災害ＧＩＳシステムによる避
難・災害状況の情報の収集

Step1 Step2 Step3

避難
ICタグ読取り、
データ送信

避難所でICタグ読
取り、データ送信

一時集合場所 広域避難場所

ICタグ防災笛、Suica等を用いた安否確認避難訓練

川口市長、戸田市長、北区長とのテレビ会議

事前に登録したメールアドレス
に、避難者のICタグを読み取った
時点で、家族などにメールで安否
情報を送信。

○避難状況お知らせメール

・荒川下流域では、既設河川管理用情報インフラを活用し、流域住民と行政等の広域的な連携による双方向の受発信
を主目的に防災訓練を実施。
・新潟県中越沖地震に際して、被災状況やライフライン復旧情報等を地理空間情報システム（ＧＩＳ）を用いて一元
的に集約・公表する取り組みを試行。

双方向の情報の収集、提供による大幅な河川管理の効率化

ICTを活用した防災訓練の実施
GISを活用した災害情報プラットフォームの試行的運用

現 状
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双方向型河川情報プラットフォームの整備

【【双方向型河川情報プラットフォームのイメージ双方向型河川情報プラットフォームのイメージ】】

住民への情報提供

住民からの情報提供

双方向

河川現況 DB

占用・利用ＤＢ

堤防データＤＢ

河川環境 DB

ダム諸量 DB

水文・水質DB

浸水想定区域

地 図

WebGISソフト

エンジン 表
示

プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｄ
Ｂ
呼
出

プ
ロ
グ
ラ
ム

検索プログラム

地図・DB接続
プログラム

ユ
ー
ザ
ー
ア
ク
セ
ス
画
面

ﾘｱﾙﾀｲﾑﾃﾞｰﾀ収集ｼｽﾃﾑ
光ﾌｧｲﾊﾞ､ｾﾝｻｰﾈｯﾄﾜｰｸの構築･
活用

CCTV

既存インフラのさらなる活用
CCTV画像から直接河川の水位、流量を算

出

全国光ﾌｧｲﾊﾞ網

全国の河川 約13300km
（平成１７年度末）

インターフェイスの標準化インターフェイスの標準化 Web2.0による情報共有Web2.0による情報共有
‥‥○月○日□時□分に△△県北部を震源とする地震が発生。○○市の緊急避難場所は、‥

ＮＮ

ＳＳ

避難場所避難場所

土地の成り立ちを示す
（土地条件図）

土地の成り立ちを示す
（土地条件図）

災害時救助要請分布災害時救助要請分布
定点カメラによる河川ラ
イブ映像の提供

定点カメラによる河川ラ
イブ映像の提供

確認されている活断層確認されている活断層

地殻変動領域地殻変動領域

電子基準点による地
盤変動量を提供

電子基準点による地
盤変動量を提供

河川流量、水位等の情
報を常時提供

河川流量、水位等の情
報を常時提供

水害

土砂災害

地震

GPS付き携帯電話等で一般

市民から寄せられた情報（閲
覧は、行政機関のみ可能）

GPS付き携帯電話等で一般

市民から寄せられた情報（閲
覧は、行政機関のみ可能）

雨量を表示雨量を表示

‥‥○月○日□時□分に△△県北部を震源とする地震が発生。○○市の緊急避難場所は、‥

ＮＮ

ＳＳ

ＮＮ

ＳＳ

避難場所避難場所

土地の成り立ちを示す
（土地条件図）

土地の成り立ちを示す
（土地条件図）

災害時救助要請分布災害時救助要請分布
定点カメラによる河川ラ
イブ映像の提供

定点カメラによる河川ラ
イブ映像の提供

確認されている活断層確認されている活断層

地殻変動領域地殻変動領域

電子基準点による地
盤変動量を提供

電子基準点による地
盤変動量を提供

河川流量、水位等の情
報を常時提供

河川流量、水位等の情
報を常時提供

水害

土砂災害

地震

GPS付き携帯電話等で一般

市民から寄せられた情報（閲
覧は、行政機関のみ可能）

GPS付き携帯電話等で一般

市民から寄せられた情報（閲
覧は、行政機関のみ可能）

雨量を表示雨量を表示

双方向の情報の収集、提供による大幅な河川管理の効率化。施設操作の合理化
各関係機関、個人が有する情報を共有し、災害予防・応急復旧を効率化

・リアルタイムデータや各種ストックデータ、インターネット等の活用
・地域住民等から得られる情報をＧＩＳ上で重ね合わせ・分析を行うための情報基盤の構築

将来像
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河川管理者が収集した水に関する情報をデータベース化して提供

水文・水質データベース 河川環境データベース

水情報国土 「水に関するあらゆる情報を収集整備し、国民がそれを共有し、活用することによって実現された、安全で
多様な文化を持つ国土」

データの品質確保、データベースの活用促進、河川計画業務の効率化
維持管理の効率化、情報公開

水文・水質データ、河川環境、ダム環境などのデータベースを公開現 状
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河川に関するデータベースの認証、蓄積、公開のサイクルの確立
（水情報国土データ管理センターの拡充）

●各種データベースの活用促進
●河川計画業務の効率化

各種データベースを活用することによる河川計画策定資料作成業務の効率化、
氾濫解析や流下能力計算等の業務の効率化

●河川管理施設の維持管理の効率化
河川管理施設の計画的な更新・維持修繕業務の効率化
予算要求資料作成業務の効率化

●情報公開
観測・業務解析データベース等の公表により、国民が河川計画や河川関係業務の妥
当性を検証可能

水情報国土データベースをより充実させるとともに、水情報国土データ管理センターを拡充して、河
川に関するデータの認証機能を追加し、データの認証、蓄積、公開という一連の機能を有するデータ
センターとする。

事務所

認証(機能を追加)

水情報国土データ
管理センター(既設)

データチェック・認証

データベース化、データ蓄積

観測データ、業務解析データ、
河川管理施設に係わるデータ及
び電子納品データ

●観測・業務データ等の取得●観測・業務データ等の取得

事務所から、観測データ、業務解析データ、河川管理施設に係わる
データ、電子納品データ等の基礎的データを取得する。

●データの認証・蓄積●データの認証・蓄積

基礎的データの照査やチェックを行うとともにデータベース化する。

●データベースの公開●データベースの公開

観測や業務解析に係わるデータベースを公開する。

【【データセンターの機能データセンターの機能】】【【データ認証・蓄積・公開の仕組みデータ認証・蓄積・公開の仕組み】】

将来像
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